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は
じ
め
に

　

本
論
で
は
、『
大
智
度
論
』（
＝
『
智
度
論
』）
に
お
け
る
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
不
退
転
と
魔

（m
āra

）
の
関
係
に
言
及
す
る
。『
智
度
論
』
は
、
四
〇
二
年
か
ら
四
〇
五
年
に
か
け
て
鳩
摩
羅
什
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
『
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
経
』（
＝
『
大
品
』） 
に
対
す
る
全
百
巻
（
九
〇
品
）
の
注
釈
書
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
完
全
な
形

で
は
漢
訳
一
本
し
か
伝
わ
ら
な
い
。
ま
た
、『
智
度
論
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
著
者
問
題
が
未
だ
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
年

代
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
諸
先
学
の
研
究
成
果
を
参
照
す
る
こ
と
に
留
め
る
。「
般
若
経
典
」
で
は
、
最

初
期
の
『
道
行
般
若
経
』
か
ら
、
魔
の
妨
害
に
影
響
さ
れ
な
く
な
っ
た
状
態
を
不
退
転
と
示
し
、
魔
は
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
と
関
連
し
て

著
述
さ
れ
る
。「
般
若
経
典
」
と
魔
に
関
し
て
は
、
勝
崎
［
二
〇
〇
七
］
は
、「
小
品
系
般
若
経
」
で
は
二
つ
の
魔
事
品
以
外
に
も
各
章
に

お
い
て
度
々
魔
事
に
つ
い
て
言
及
し
、
般
若
波
羅
蜜
を
修
学
す
る
菩
薩
に
と
っ
て
常
に
注
意
喚
起
す
べ
き
最
要
の
事
柄
と
し
て
繰
り
返
し

説
か
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
初
期
経
典
を
対
象
に
魔
の
性
質
を
研
究
し
たLing

［1997

］
は
、
魔
の
譬
喩
表
現
が
経
典
に
お
け

る
最
も
有
力
な
主
張
の
明
確
化
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
『
智
度
論
』
に
触
れ
て
い
な
い
た
め
、『
智

度
論
』
が
展
開
す
る
不
退
転
と
魔
の
関
係
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。
リ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
な
魔
の
構
造
的
役
割
が
「
般
若
経
典
」
及
び

『
智
度
論
』
に
み
ら
れ
る
な
ら
ば
、
魔
と
不
退
転
の
関
係
か
ら
、
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
が
経
典
に
お
け
る
最
も
有
力
な
主
張
と
考
え
ら
れ
、

さ
ら
に
、
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
不
退
転
の
具
体
的
内
実
に
迫
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と

魔
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ま
ず
不
退
転
と
魔
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
、
そ
の
後
に
両
者
の
関
係
及
び
降
魔
へ
と
言
及
す
る
。

（1） 

（2） （3） 

（4） 

（5） 

（6） 
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一
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と
魔

　
『
智
度
論
』
に
は
、
退
転
の
菩
薩
と
不
退
転
の
菩
薩
と
い
う
二
種
類
の
菩
薩
が
示
さ
れ
る
が
、
不
退
転
の
菩
薩
を
実
の
菩
薩
と
見
做
す
。

こ
の
不
退
転
の
菩
薩
と
は
、
菩
提
心
を
起
こ
し
、
ま
だ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
授
記
が
あ
り
、
菩
薩
の
法
位
に

入
り
、
無
生
法
忍
を
得
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
こ
と
と
と
し
て
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
は
、『
大
品
』
よ

り
思
想
的
に
展
開
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
不
退
転
と
い
う
語
句
が
退
転
と
い
う
対
義
語
を
も
た
な
か
っ
た
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
不
退
転
の
語
義
を
研
究
し
た
櫻
部
［
一
九
九
七
］
は
、
大
乗
経
典
に
お
い
て
、
不
退
転
の
音
写
語

で
あ
る
（
阿
鞞
跋
致
、
阿
惟
越
致
）
と
前
時
代
に
使
わ
れ
て
い
る
語
句
と
は
、
語
根
、
及
び
語
義
に
お
い
て
も
直
接
的
関
係
性
が
見
ら

れ
な
い
と
述
べ
る
。
櫻
部
の
意
見
に
同
調
し
て
、
小
川
［
一
九
九
六
］
は
「
不
退
転
の
語
に
つ
い
て
は
、「
退
転
」
と
い
う
意
味
の
こ
れ

らviniavartanīya

等
と
い
う
語
が
先
ず
あ
っ
て
、
そ
れ
に
否
定
詞
が
付
い
た
語
と
し
て
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、

造
語
の
当
初
か
ら
否
定
詞
の
付
い
た
述
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
否
定
詞
の
付
か
な
い
「
退
転
の
菩
薩
」
と
い

う
用
例
は
、
管
見
す
る
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
文
献
の
諸
索
引
に
お
い
て
も
見
い
だ
せ
な
い
。」
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、『
智
度
論
』
と

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
漢
訳
の
み
存
在
す
る
二
本
に
は
「
退
転
の
菩
薩
」
の
語
句
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
智
度
論
』

で
は
「
般
若
経
典
」
と
は
異
な
る
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、『
智
度
論
』
で
は
、
不
退
転
の
菩
薩
は
二
種
類
に
分
け
て
示
さ
れ
る
。
無
生
法
忍
を
得
た
菩
薩
と
、
得
て
い
な
い
菩
薩
で
あ

る
。
そ
れ
は
授
記
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
ま
だ
無
生
法
忍
を
得
て
い
な
い
菩
薩
は
、
生
死
す
る
肉
体
で
あ
り
、
煩
悩
を
断
じ
て （7） 

（8） 

（9） 

（10） 

（11） 
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い
な
い
が
、
凡
夫
の
中
に
お
い
て
最
高
の
存
在
で
あ
り
不
退
転
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
種
類
の
不
退
転
の
菩
薩
が
示
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、Lam

otte

［1976

］
や
舟
橋
［
一
九
七
三
］
は
、
不
退
転
に
二
種
類
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
舟
橋
は
、
不
退
転
の
一
つ

は
、「
仏
教
以
外
の
外
教
の
教
え
に
は
決
し
て
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
二
乗
地
に
堕
す

る
こ
と
の
な
い
者
」
と
い
う
意
味
に
転
化
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、『
智
度
論
』
は
そ
の
点
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
た
し
か

に
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と
は
、
決
定
安
穏
の
段
階
で
あ
り
、
凡
夫
の
段
階
を
過
ぎ
て
、
二
乗
の
地
に
入
ら
な
い
こ
と
と
示
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
獲
得
は
、
ま
ず
、
声
聞
と
菩
薩
に
共
通
す
る
聖
者
と
し
て
の
世
俗
の
楽
に
対
す
る
不

退
転
が
挙
げ
ら
れ
、
加
え
て
、
声
聞
と
菩
薩
の
修
道
課
程
を
区
分
す
る
不
退
転
、
つ
ま
り
、
対
声
聞
辟
支
仏
に
対
す
る
不
退
転
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

次
に
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
魔
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

復
次
に
、
諸
法
実
相
を
除
く
、
余
残
の
一
切
法
を
尽
く
名
け
て
魔
と
為
す
。
…
…
問
う
て
曰
く
、
何
を
以
て
魔
と
名
く
る
や
。
答
え

て
曰
く
、
慧
命
を
奪
い
、
道
法
、
功
徳
善
本
を
壊
す
。
是
の
故
に
名
け
て
魔
と
為
す
。�

（
大
正
二
五
巻
、
九
九
ｂ
─
ｃ
）

　
『
智
度
論
』
は
、
魔
を
諸
法
実
相
以
外
の
一
切
法
と
定
義
す
る
。
さ
ら
に
、
魔
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
慧
命
を
奪

い
仏
の
教
え
を
壊
す
も
の
で
あ
る
と
答
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
魔
は
基
本
的
に
仏
の
教
え
に
対
立
し
、
菩
提
を
志
す
行
者
を
妨
害
す
る
存

在
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

　

ま
た
『
智
度
論
』
で
は
、
諸
法
実
相
以
外
を
魔
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
置
く
が
、
同
時
に
魔
を
四
つ
に
分
類
す
る
。
語
彙
の
差
異
は
あ

（12） 

（13） 

（14） 

（15） 
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る
が
基
本
的
に
、
煩
悩
魔
、
五
衆
魔
（
五
蘊
魔
、
五
陰
魔
）、
死
魔
、
天
子
魔
（
他
化
自
在
天
子
魔
）
の
四
つ
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
分
類

の
中
で
特
に
重
要
な
役
割
を
担
う
の
は
、
煩
悩
魔
と
天
子
魔
で
あ
る
。『
智
度
論
』
で
は
、
釈
尊
成
道
の
際
に
、
こ
の
二
つ
の
魔
の
降
伏

が
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
釈
尊
は
菩
提
樹
の
下
で
二
種
類
の
魔
を
破
る
が
、
一
つ
は
結
使
魔
（
煩
悩
魔
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
天
子

魔
で
あ
る
。
ま
た
、
釈
尊
が
成
道
の
際
に
二
種
の
魔
を
降
伏
し
、
無
余
涅
槃
に
入
っ
た
際
に
、
残
り
の
二
種
の
魔
で
あ
る
五
衆
魔
と
死
魔

を
降
伏
し
た
こ
と
が
四
魔
の
説
明
箇
所
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
煩
悩
魔
と
天
子
魔
が
、
四
魔
の
中
で
も
中
心
的
な
魔
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
随
所
に
表
れ
る
。
煩
悩
魔
と
は
、
百
八
煩
悩
に
代
表
さ
れ
、
分
別
す
れ
ば
八
万
四
千
の
諸
煩
悩
を
意
味
し
、
天
子
魔
は
、
欲
界

の
主
に
し
て
、
深
く
世
間
的
楽
に
執
着
し
て
お
り
、
涅
槃
の
法
を
憎
み
嫉
ん
で
い
る
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
に
般
若
波
羅
蜜
を
書
写

し
、
修
行
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
煩
悩
魔
が
内
の
因
縁
、
天
子
魔
が
外
の
因
縁
と
な
り
、
行
者
を
妨
害
し
、
般
若
波
羅
蜜
を
破
壊
し

よ
う
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。『
智
度
論
』
で
は
、
天
子
魔
に
関
し
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

問
う
て
曰
く
、
何
者
か
是
れ
魔
な
る
や
。
何
故
に
菩
薩
を
悩
ま
す
や
。
云
何
ぞ
便
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
魔
、
自
在
天
主
と
名

く
。
福
徳
の
因
縁
を
以
て
彼
に
生
ず
と
雖
も
而
も
諸
の
邪
見
を
懐
く
。
欲
界
の
衆
生
、
是
れ
己
が
人
民
な
る
を
以
て
、
復
た
死
生
す

と
雖
も
展
転
し
我
が
界
を
離
れ
ず
。
若
し
復
た
上
の
色
、
無
色
界
に
生
ず
れ
ば
還
来
し
我
に
属
す
。
若
し
外
道
の
五
通
を
得
る
こ
と

有
ら
ば
、
亦
た
未
だ
我
界
を
出
ず
。
皆
な
以
て
憂
と
為
さ
ず
。
若
し
仏
及
び
菩
薩
、
世
に
出
づ
れ
ば
、
我
が
民
を
化
度
し
、
生
死
の

根
を
抜
き
、
無
余
涅
槃
に
入
り
て
永
く
復
た
還
ら
ず
。
我
が
境
界
を
空
し
く
す
。
是
の
故
に
恨
み
を
起
し
讐
嫉
す
。
又
欲
界
の
人
を

見
る
に
、
皆
な
仏
に
往
趣
し
、
己
に
来
り
帰
ら
ず
。
供
養
を
失
す
る
が
故
に
心
に
嫉
妬
を
生
ず
。
是
を
以
て
仏
菩
薩
を
以
て
名
け
て

怨
家
と
為
す
。�

（
大
正
二
五
巻
、
四
五
八
ｂ
）
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天
子
魔
と
し
て
分
類
さ
れ
る
魔
と
は
、
欲
界
の
主
で
あ
り
、
世
俗
世
間
の
楽
に
執
着
す
る
考
え
方
か
ら
邪
見
を
生
じ
、
仏
・
菩
薩
に
嫉

妬
す
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
魔
と
は
自
在
天
主
で
あ
り
、
福
徳
因
縁
の
業
を
背
景
に
、
そ
の
位
に
就
く
が
邪
見
を
懐
い
た
存
在
と
さ
れ

る
。
欲
界
の
衆
生
は
、
彼
の
掌
中
に
あ
り
、
色
界
無
色
界
に
お
い
て
も
彼
の
領
界
か
ら
本
質
的
に
離
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

仏
・
菩
薩
は
天
子
魔
の
領
界
で
あ
る
三
界
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
衆
生
を
仏
道
へ
と
教
化
す
る
こ
と
か
ら
、
魔
は
仏
・
菩

薩
を
怨
家
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
魔
が
干
渉
す
る
こ
と
が
可
能
な
魔
の
領
界
が
示
さ
れ
て
お
り
、
魔
は
欲
界
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
三
界
の
す
べ
て
の
範
囲
に
影
響
す
る
力
を
持
つ
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
欲
界
の
天
主
と
し
て
強
大
な
力
を
も
つ
天
子
魔
と
い
う

一
面
が
、
大
乗
仏
道
を
志
す
菩
薩
及
び
善
男
子
善
女
人
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
魔
が
対
象
と
す
る
存
在
が
初
期
経
典
と
大
乗
経
典
及
び
『
智
度
論
』
で
異
な
る
こ
と
に
触
れ
て
お
く
。
既
に
確
認
し
た
よ
う

に
『
智
度
論
』
に
お
け
る
魔
の
対
象
は
三
界
に
お
け
る
す
べ
て
の
衆
生
で
あ
る
が
、
初
期
経
典
で
は
成
道
後
の
仏
も
魔
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
存
在
す
る
。
魔
と
仏
の
関
係
に
お
け
る
最
も
顕
著
な
例
は
『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』
に
お
け
る
魔
の
諸
経
典
に

お
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
五
経
の
内
（『
雑
阿
含
経
』
で
は
二
四
経
）
魔
の
働
き
か
け
る
対
象
が
仏
で
あ
る
経
が
二
〇
、
対
象
が
仏

弟
子
で
あ
る
経
が
五
つ
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
二
十
五
経
の
内
容
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
魔
の
対
象
と
な
る
仏
が
す
べ
て
成
道
以
後
の

仏
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、Giddings

［2014
］
は
、
初
期
大
乗
経
典
で
あ
る
『
道
行
般
若
経
』
に
お
け
る
魔
の
概
念

は
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
へ
と
向
か
う
菩
薩
道
に
応
じ
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起
こ
し
て
い
る
と
述
べ
る
。『
道
行
般
若
経
』
に

は
、
一
四
六
回
の
魔
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
が
、
最
初
期
の
仏
典
と
異
な
り
一
度
も
仏
陀
の
現
前
に
お
い
て
直
接
干
渉
し
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
道
行
般
若
』
に
お
け
る
魔
は
欲
望
へ
誘
引
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
仏
道
を
諦
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
菩
薩

に
対
し
て
、
異
な
る
意
図
、
方
向
へ
、
つ
ま
り
菩
薩
を
声
聞
の
地
位
に
誘
引
す
る
。

（22） 

（23） 

（24） 

（25） 

（26） 
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復
次
に
須
菩
提
よ
、
魔
事
一
つ
起
こ
る
時
、
深
学
の
菩
薩
を
し
て
本
際
も
て
作
証
と
為
し
、
便
ち
声
聞
中
に
堕
し
須
陀
洹
道
を
得
せ

し
む
。
是
の
如
く
、
菩
薩
摩
訶
薩
、
当
に
魔
を
覚
知
す
べ
き
と
為
す
。�

（『
道
行
般
若
経
』
大
正
八
巻
、
四
四
八
ｂ
）

　

魔
事
に
つ
い
て
、
仏
が
須
菩
提
に
告
げ
る
場
面
で
あ
る
。
菩
薩
が
菩
提
を
得
よ
う
と
す
る
際
、
魔
が
菩
薩
の
も
と
に
来
て
、
声
聞
の
位

で
あ
る
須
陀
洹
へ
誘
導
す
る
。
こ
の
よ
う
な
誘
引
す
る
存
在
を
魔
と
覚
知
す
る
こ
と
が
必
要
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期
経
典
と

比
較
し
て
、「
般
若
経
典
」
で
は
魔
は
大
乗
菩
薩
に
干
渉
し
、
さ
ら
に
世
間
的
な
欲
楽
の
み
で
は
な
く
、
自
度
の
み
を
目
的
と
す
る
道
へ

も
誘
引
す
る
存
在
で
あ
り
、
こ
の
変
化
は
後
に
触
れ
る
よ
う
に
『
智
度
論
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

二
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と
魔
の
関
係

　

次
に
『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と
魔
に
焦
点
を
絞
り
、
両
者
の
関
係
を
検
証
す
る
。
ギ
デ
ィ
ン
グ
は
、『
道
行
般
若
経
』
に
お
い

て
、
魔
は
一
生
補
処
に
関
連
し
て
言
及
さ
れ
な
い
が
、
不
退
転
に
関
連
し
て
多
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
退
転
が
経
典
に
お
け
る
最

も
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、『
智
度
論
』
で
も
同
様
に
不
退
転
と
魔
は
密
接
に
関
連
し
て
記
述
さ
れ
る
。

是
の
菩
薩
、
法
位
に
入
り
、
法
性
生
身
を
得
て
、
魔
、
悪
を
起
す
と
雖
も
壊
敗
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
若
し
未
だ
阿
鞞
跋
致
を
得
ざ
る

者
、
魔
、
則
ち
種
種
に
破
壊
す
。�

（
大
正
二
五
巻
、
四
五
八
ｂ
）

（27） 

（28） 
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「
般
若
経
典
」
と
同
様
に
『
智
度
論
』
に
お
い
て
も
、
不
退
転
に
到
達
し
て
い
な
い
行
者
は
魔
に
よ
っ
て
様
々
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　

で
は
、
魔
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
大
乗
菩
薩
に
干
渉
し
て
く
る
の
か
。

云
何
が
便
を
得
る
と
為
す
や
。
魔
及
び
魔
民
、
来
り
て
菩
薩
を
恐
怖
さ
せ
る
こ
と
な
り
。
経
中
に
説
く
が
如
し
。
魔
、
龍
身
種
種
異

形
を
作
し
、
畏
る
べ
き
之
の
像
も
て
、
夜
に
来
た
り
て
、
行
者
を
恐
怖
す
。
或
い
は
上
妙
の
五
欲
を
現
じ
、
菩
薩
を
壊
乱
す
。
或
い

は
世
間
の
人
心
を
転
じ
て
、
大
供
養
を
作
さ
し
む
。
行
者
、
供
養
に
貪
著
す
る
が
故
に
、
則
ち
道
徳
を
失
す
。
或
い
は
人
心
を
転
じ

て
、
菩
薩
を
軽
悩
せ
し
む
。
或
い
は
罵
し
り
、
或
い
は
打
し
、
或
い
は
傷
つ
け
、
或
い
は
害
す
。
行
者
、
苦
に
遭
い
て
、
或
い
は

瞋
恚
憂
愁
を
生
ず
。
是
の
如
き
等
の
魔
、
前
人
の
意
の
趣
向
す
る
所
に
随
い
て
、
因
り
て
之
を
壊
す
。
是
れ
便
を
得
る
と
名
く
。	

�

（
大
正
二
五
巻
、
四
五
八
ｃ
）

　

魔
は
、
様
々
に
人
が
怖
れ
る
よ
う
な
異
形
に
変
身
し
て
、
行
者
を
恐
怖
さ
せ
る
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
五
欲
を
用
い
て
世

間
的
な
欲
楽
に
誘
引
す
る
こ
と
や
、
供
養
に
執
着
さ
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
肉
体
に
対
す
る
攻
撃
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
行
者
の
求
め
る

方
向
を
認
識
し
た
う
え
で
、
そ
の
方
向
へ
進
む
こ
と
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
求
め
る
方
向
と
異
な
る
方
向
へ
誘
引
す
る

こ
と
は
、『
智
度
論
』
の
文
脈
上
、
大
乗
菩
薩
が
声
聞
道
に
誘
引
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

鈍
根
の
者
は
、
多
く
恭
敬
供
養
の
事
の
中
に
於
い
て
愛
著
し
自
ら
念
ず
ら
く
、
我
、
能
く
書
し
能
く
随
い
て
行
ず
。
故
に
是
れ
著
な
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り
。
是
の
利
養
即
ち
是
れ
魔
事
な
り
。
或
い
は
、
利
根
の
者
有
り
、
魔
或
い
は
思
惟
す
ら
く
、
是
の
菩
薩
、
世
間
の
楽
に
著
せ
ず
。

一
心
に
般
若
波
羅
蜜
を
受
く
。
此
の
人
沮
壊
す
べ
か
ら
ず
。
我
、
今
当
に
声
聞
の
深
経
を
以
て
、
其
の
心
を
転
じ
阿
羅
漢
に
成
ぜ
し

む
べ
し
。�

（
大
正
二
五
巻
、
五
三
六
ｃ
）

　

鈍
根
の
者
は
恭
敬
供
養
に
お
い
て
愛
著
す
る
か
ら
、
魔
は
そ
の
よ
う
な
者
に
対
し
て
世
間
的
な
欲
楽
を
用
い
て
干
渉
す
る
。
し
か
し
、

世
間
的
な
欲
楽
に
執
着
せ
ず
、
一
心
に
般
若
波
羅
蜜
の
教
え
を
受
け
る
利
根
の
者
に
対
し
て
は
、
魔
は
声
聞
の
教
え
を
用
い
て
阿
羅
漢
の

道
へ
と
進
ま
せ
る
よ
う
に
促
す
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
説
か
れ
る
声
聞
道
へ
の
誘
引
は
、『
智
度
論
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ

て
い
る
。

問
う
て
曰
く
、
云
何
が
六
波
羅
蜜
に
似
る
を
名
け
て
魔
事
と
す
や
。
答
え
て
曰
く
、
相
似
般
若
波
羅
蜜
中
に
説
く
が
如
し
。
復
次
に
、

著
心
を
以
て
六
波
羅
蜜
を
行
ず
。
是
れ
声
聞
辟
支
仏
経
に
似
た
る
と
名
く
。
慈
悲
有
る
こ
と
無
く
仏
道
を
求
め
ず
但
だ
自
度
を
欲
す

の
み
。
是
れ
好
事
と
雖
も
菩
薩
道
を
破
す
る
が
故
に
魔
事
と
名
く
。�

（
大
正
二
五
巻
、
五
四
二
ａ
）

　

六
波
羅
蜜
に
似
て
い
る
教
え
を
何
故
魔
事
と
名
付
け
る
の
か
と
い
う
問
に
対
し
、
執
着
の
心
を
も
っ
て
六
波
羅
蜜
を
行
う
こ
と
は
声
聞

辟
支
仏
の
経
に
似
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
、
自
度
を
望
む
こ
と
は
好
事
だ
が
、
大
乗
菩
薩
道
を
破
る
こ
と
か
ら
魔
事
と
示
さ
れ
る
。
こ
こ

で
示
さ
れ
る
声
聞
の
自
度
と
菩
薩
道
の
関
係
は
、「
七
地
沈
空
の
難
」
と
し
て
呼
称
さ
れ
る
事
例
を
考
慮
す
れ
ば
、
衆
生
救
済
を
行
わ
ず
、

自
度
の
み
に
執
着
し
て
い
る
状
態
を
批
判
し
て
声
聞
辟
支
仏
経
と
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
七
地
沈
空
の
難
」
と
は
、
大
乗
菩
薩
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の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、『
智
度
論
』
中
に
三
か
所
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
七
地
の

菩
薩
は
、
諸
法
実
相
空
を
観
じ
た
段
階
で
執
着
が
な
い
た
め
一
人
涅
槃
に
向
か
お
う
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
諸
仏
が
菩
薩
に
衆
生

救
済
と
い
う
本
願
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
促
す
こ
と
か
ら
、
菩
薩
は
涅
槃
に
向
か
わ
ず
、
衆
生
救
済
の
道
を
選
択
す
る
。
自
ら
を
度
す
の
み
で

は
な
く
、
衆
生
を
度
す
と
い
う
願
を
も
つ
た
め
で
あ
る
。
こ
の
大
乗
菩
薩
の
課
題
に
よ
っ
て
、
菩
薩
が
衆
生
に
対
し
慈
悲
心
を
持
ち
、
仏

法
を
備
え
て
、
共
に
涅
槃
を
目
指
す
姿
勢
、
本
願
が
思
い
返
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、『
智
度
論
』
に
は
三
乗
の
差
異
を
、
魔
王
を
降
伏
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
で
示
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
阿
羅
漢
は
、

老
病
死
を
厭
い
、
涅
槃
に
赴
く
存
在
で
あ
る
が
、
魔
王
を
破
る
存
在
で
は
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
、
辟
支
仏
は
阿
羅
漢
よ
り
も
上
位
の
段
階

と
し
て
、
神
通
力
を
用
い
て
衆
生
を
涅
槃
に
至
ら
せ
る
存
在
と
し
て
示
さ
れ
る
が
、
魔
を
破
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
菩
薩
は
大

慈
悲
が
あ
る
の
で
無
量
の
衆
生
を
利
益
し
よ
う
と
す
る
こ
と
や
、
諸
法
実
相
を
知
り
六
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
こ
と
か
ら
魔
王
を
破
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
魔
は
三
乗
に
お
け
る
差
異
を
強
調
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
魔
の
誘
引
は
、
世
間
的
な
欲
楽
へ
の
方
向
と
自
度
の
み
に
執
着
し
た
声
聞
辟
支
仏
の
方

向
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
種
類
の
誘
引
は
、
先
に
述
べ
た
『
智
度
論
』
に
お
け
る
大
乗
菩
薩
の
二
種
類
の
不
退
転
と

対
応
す
る
。
つ
ま
り
、
世
俗
の
欲
楽
に
対
す
る
不
退
転
と
、
声
聞
と
菩
薩
の
修
道
課
程
を
区
分
す
る
段
階
に
お
け
る
不
退
転
で
あ
る
。
魔

は
、
世
間
的
な
欲
楽
、
権
威
を
武
器
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
志
す
行
者
を
誘
引
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
一
切
衆

生
の
救
済
と
い
う
願
を
も
つ
菩
薩
を
自
度
の
み
に
執
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
二
種
類
の
誘
引
を
魔
と
覚
知
す
る
こ
と
が
、『
智
度
論
』

に
お
け
る
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
と
い
え
る
。『
智
度
論
』
に
お
い
て
も
、
魔
と
い
う
譬
喩
表
現
を
通
し
て
、
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
の
課
題

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（29） 

（30） 

（31） 

173 『大智度論』における不退転と魔について



　

し
か
し
、『
智
度
論
』
に
は
、
魔
と
不
退
転
と
関
係
に
お
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、『
智
度
論
』
は
、「
般
若
経
典
」
と
は
異
な
り
、
不
退
転
と
般
舟
三
昧
を
関
連
付
け
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。『
智
度
論
』
に

お
い
て
、
般
舟
三
昧
は
、
基
本
的
に
観
想
念
仏
、
つ
ま
り
見
仏
の
三
昧
で
あ
る
。
そ
し
て
、
諸
仏
に
見
え
る
こ
と
が
で
き
る
大
乗
菩
薩
を

不
退
転
の
菩
薩
と
見
做
し
て
い
る
。
こ
の
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
に
求
め
ら
れ
る
見
仏
に
関
し
て
、「
般
若
経
典
」
で
は
最
初
期
の
『
道
行
般

若
経
』
か
ら
魔
が
仏
に
変
身
し
て
菩
薩
を
誘
引
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
智
度
論
』
で
は
、
こ
の
魔
の

仏
身
化
作
を
看
破
す
る
こ
と
を
不
退
転
の
証
明
と
す
る
。

復
次
に
、
菩
薩
位
と
は
、
六
波
羅
蜜
を
具
足
し
、
方
便
智
を
生
じ
、
諸
法
実
相
に
於
い
て
、
亦
た
不
住
な
り
。
自
知
自
証
に
し
て
、

他
語
に
随
わ
ず
。
若
し
魔
、
仏
形
を
作
し
て
来
た
る
も
、
心
亦
た
惑
わ
ず
。
復
次
に
、
菩
薩
、
法
位
に
入
る
力
の
故
に
、
阿
鞞
跋
致

菩
薩
と
名
づ
く
る
を
得
る
な
り
。�

（
大
正
二
五
巻
、
二
六
二
ａ
）

　

菩
薩
位
と
は
、
も
し
魔
が
仏
の
姿
形
に
変
身
し
て
菩
薩
に
干
渉
し
て
も
迷
う
こ
と
が
な
い
段
階
で
あ
る
。
こ
の
菩
薩
は
法
位
に
入
る
力

を
根
拠
と
し
て
不
退
転
と
呼
称
さ
れ
る
。「
般
若
経
典
」
に
お
い
て
魔
は
、
比
丘
や
阿
羅
漢
な
ど
様
々
な
人
物
に
化
作
す
る
が
、
仏
身
に

も
化
作
し
て
菩
薩
に
干
渉
す
る
。
仏
の
教
え
と
仏
身
に
化
作
し
た
魔
の
誘
引
を
判
断
す
る
こ
と
は
、『
智
度
論
』
で
展
開
さ
れ
る
大
乗
菩
薩

道
を
志
す
行
者
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
般
若
経
典
」
及
び
『
智
度
論
』
は
、
菩
薩
の
行
道
過
程
に
お
い
て
、
諸
仏

か
ら
の
離
れ
な
い
こ
と
を
重
要
な
要
素
に
挙
げ
、
さ
ら
に
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
『
智
度
論
』
は
、
不
退
転
獲
得
に
お
い
て
般
舟
三
昧
と

関
連
し
て
見
仏
の
重
要
性
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
『
智
度
論
』
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
答
を
示
し
て
い
る
。

（32） 

（33） 

（34） 

（35） 

（36） 

（37） 
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問
う
て
曰
く
、
若
し
菩
薩
、
仏
身
を
見
れ
ば
則
ち
信
心
清
浄
な
り
。
云
何
が
魔
事
と
名
く
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
一
切
煩
悩
も
て
相

を
取
ら
ば
、
皆
な
是
れ
魔
事
な
り
。
是
の
小
菩
薩
、
未
だ
応
に
仏
身
を
見
る
べ
か
ら
ず
。
魔
、
仏
の
妙
形
と
作
り
、
菩
薩
心
著
し
て

是
の
好
身
の
為
の
故
に
行
道
す
。�

（
大
正
二
五
巻
、
五
四
二
ａ
）

　

も
し
菩
薩
が
仏
身
を
見
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
そ
れ
は
菩
薩
の
信
心
が
清
浄
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
見
仏
が
魔
事
に
な
り
う
る

の
か
と
い
う
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
問
い
に
対
し
て
相
を
取
る
こ
と
は
魔
事
で
あ
る
と
し
て
、
小
菩
薩
に
は
仏
身
を
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
示
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
魔
が
仏
身
に
化
作
し
て
菩
薩
に
見
仏
に
執
着
す
る
心
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
た
め
菩
薩

は
、
た
だ
仏
身
を
見
る
た
め
の
修
行
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
不
退
転
の
菩
薩
は
、
智
慧
に
よ
っ
て
魔
を
覚
知
で
き
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
場
合
に
お
け
る
小
菩
薩
と
は
不
退
転
未
満
の
菩
薩
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
智
度
論
』
で
は
、
魔
の
仏
身
化
作
が
見
仏
と

い
う
問
題
に
関
連
し
、
不
退
転
と
般
舟
三
昧
の
関
係
に
も
関
わ
る
。
こ
の
点
は
「
般
若
経
典
」
と
『
智
度
論
』
に
お
け
る
差
異
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
不
退
転
と
魔
の
関
係
か
ら
、
不
退
転
と
般
舟
三
昧
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
、
降
魔

　

二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
魔
に
よ
る
大
乗
菩
薩
の
誘
引
は
、
世
俗
的
な
欲
楽
や
権
威
へ
誘
う
も
の
と
、
大
乗
菩
薩
と
声
聞
辟
支
仏
を

区
分
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
誘
引
す
る
方
向
が
二
種
類
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
加
え
て
、『
智
度
論
』
で
は
魔
が
大
乗
菩
薩

を
誘
引
す
る
方
法
と
し
て
、
魔
の
仏
身
化
作
を
問
題
視
す
る
。
こ
れ
は
、『
智
度
論
』
が
不
退
転
と
般
舟
三
昧
を
関
連
付
け
て
い
る
こ
と
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に
起
因
す
る
。
三
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
乗
菩
薩
が
ど
の
よ
う
に
魔
に
対
応
し
不
退
転
に
到
達
す
る
の
か
を
検
証
す
る
。

衆
会
疑
わ
く
、
菩
薩
、
何
の
因
縁
の
故
に
、
是
の
如
き
力
を
得
て
、
魔
壊
す
こ
と
能
は
ざ
る
や
。
仏
答
え
た
ま
わ
く
、
二
の
因
縁
有

る
が
故
に
、
魔
壊
す
こ
と
能
は
ず
。
一
は
、
諸
法
の
空
を
観
ず
。
二
は
、
一
切
衆
生
を
捨
て
ず
。
日
月
の
因
縁
以
て
の
故
に
万
物
潤

生
す
。
但
だ
月
の
み
有
り
て
日
無
け
れ
ば
、
則
ち
万
物
湿
壊
す
。
但
だ
日
の
み
有
り
て
月
無
け
れ
ば
、
則
ち
万
物
燋
爛
す
。
日
月
和

合
す
る
が
故
に
万
物
成
熟
す
。
菩
薩
も
亦
た
是
の
如
し
。�

（
大
正
二
五
巻
、
六
一
四
ｂ
）

　

菩
薩
は
ど
の
よ
う
な
因
縁
に
よ
っ
て
魔
に
壊
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
仏
は
、
諸
法
を
空
と
観
ず
る
こ
と
に
加
え
、
一
切

衆
生
を
捨
て
な
い
と
い
う
二
つ
の
因
縁
を
示
す
。
そ
し
て
、
二
つ
の
因
縁
は
、
両
者
が
伴
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
日
月
の
喩
を

以
て
示
し
て
い
る
。
一
つ
目
の
諸
法
を
空
と
観
ず
る
こ
と
は
、
世
間
的
な
欲
楽
に
対
す
る
不
退
転
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

衆
生
を
捨
て
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
は
、「
七
地
沈
空
の
難
」
に
お
い
て
自
度
の
み
を
取
る
の
で
は
な
く
、
一
切
衆
生
と
と
も
に
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
志
す
と
い
う
『
智
度
論
』
で
展
開
さ
れ
る
大
乗
仏
教
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
「
七

地
沈
空
の
難
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
問
題
が
克
服
さ
れ
る
の
か
。

菩
薩
、
七
地
中
に
住
す
る
時
、
涅
槃
を
取
ら
ん
と
欲
す
。
爾
時
、
種
種
の
因
縁
、
及
び
十
方
諸
仏
の
擁
護
有
り
て
、
生
に
還
り
、
心

も
て
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
す
。�

（
大
正
二
五
巻
、
四
一
八
ａ
）
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菩
薩
が
七
地
の
段
階
に
お
い
て
、
涅
槃
を
取
ろ
う
と
し
た
際
に
、
種
々
の
因
縁
と
十
方
諸
仏
に
よ
る
擁
護
に
よ
っ
て
、
生
死
の
世
界
に

お
い
て
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
擁
護
と
は
、
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
諸
仏
が
菩
薩
に
衆
生
救
済
と

い
う
本
願
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
促
す
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
七
地
沈
空
の
難
」
に
お
い
て
、
涅
槃
を
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
自
度
の

み
に
囚
わ
れ
、
衆
生
救
済
の
願
を
無
く
し
た
状
態
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
先
に
確
認
し
た
大
乗
菩
薩
を
声
聞
道
に
誘
引
す
る
魔
の
干
渉

と
同
等
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
七
地
沈
空
の
難
」
に
お
け
る
菩
薩
の
課
題
を
魔
に
よ
る
干
渉
と
捉
え
れ
ば
、
魔
に
影
響
さ
れ
ず
に
、

菩
薩
が
衆
生
救
済
の
願
を
捨
て
ず
に
世
間
に
留
ま
り
衆
生
救
済
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
諸
仏
の
擁
護
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
他
の
「
七
地
沈
空
の
難
」
を
示
す
箇
所
に
お
い
て
も
同
様
に
諸
仏
及
び
諸
天
の
擁
護
に
よ
っ
て
、
一
人
の
み
で
涅
槃
を
取
ろ
う
と
す

る
菩
薩
を
衆
生
救
済
へ
と
向
か
わ
せ
る
。

　

ま
た
、
上
に
挙
げ
た
二
つ
の
因
縁
の
後
に
は
、
諸
仏
に
よ
る
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
諸
仏
の
念
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
法
（
＝
一
者
觀
諸

法
空
、
二
者
不
捨
一
切
衆
生
）
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
魔
は
菩
薩
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
に
挙

げ
た
二
つ
の
因
縁
は
、
諸
仏
の
念
が
基
底
に
あ
り
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
諸
仏
が
菩
薩
を
念
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
第
三
習
相
応
品
で
は
、
不
退
転
に
到
達
し
て
い
な
い
菩
薩
が
、
な
ぜ
欲
界
の
主
で

あ
る
魔
の
干
渉
を
受
け
て
も
、
行
道
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
因
縁
を
問
題
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
問
題
に
対
し
て
、『
智
度
論
』
で
は
、

仏
の
教
説
に
あ
る
よ
う
に
諸
仏
諸
天
の
擁
護
が
理
由
で
あ
る
と
答
え
る
。
そ
の
事
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
仏
の
念
を
以
下
の
よ
う
に
示
し

て
い
る
。

復
次
に
、
仏
の
念
は
、
声
聞
辟
支
仏
に
堕
せ
し
む
る
を
欲
せ
ざ
る
が
故
な
り
。
所
以
は
何
ん
。
空
無
相
無
作
に
入
る
も
、
仏
の
念
を

（38） 

（39） 

（40） 
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以
て
の
故
に
而
も
墮
落
せ
ず
。�

（
大
正
二
五
巻
、
三
三
三
ａ
）

　

仏
が
大
乗
菩
薩
を
念
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
声
聞
辟
支
仏
に
退
転
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
三
解
脱
門
に
到
達
し
た
菩
薩
が
自
度
の
み

に
向
わ
ず
衆
生
救
済
を
行
う
こ
と
は
、
仏
の
念
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
天
の
擁
護
に
関
し
て
は
、
諸
仏
の
念
に
倣
う
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
般
若
波
羅
蜜
を
実
践
す
る
菩
薩
が
世
間
的
な
欲
楽
に
貪
著
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
衆
生
教
化
の
為
に
世
間
に
留
ま
る
こ
と
を

尊
貴
す
る
た
め
で
あ
る
。
仏
の
擁
護
と
念
は
、
大
乗
菩
薩
に
自
度
の
み
へ
誘
引
す
る
魔
を
気
付
か
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
欲
界
の
主
で
あ
り
生
死
の
世
界
の
支
配
者
で
あ
る
魔
に
対
し
て
、『
智
度
論
』
で
は
、
諸
仏
諸
天
に
よ
る
念
、
擁
護
の

も
と
、
諸
法
の
空
を
観
じ
、
衆
生
を
捨
て
な
い
と
い
う
願
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
不
退

転
の
段
階
に
到
達
し
て
い
な
い
菩
薩
が
魔
に
よ
っ
て
悪
影
響
を
受
け
な
い
の
は
、
諸
仏
諸
天
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
魔
の
仏
身
化
作
の
問
題
で
あ
る
が
、
大
乗
菩
薩
は
ど
の
よ
う
に
魔
の
仏
身
化
作
を
看
破
し
、
教
え
が
仏
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

決
定
で
き
る
の
か
。

復
次
に
、
菩
薩
、
甚
深
無
量
無
辺
不
可
思
議
仏
法
を
聞
き
て
、
自
ら
未
だ
智
慧
を
得
ず
未
だ
及
ば
ざ
る
と
雖
も
、
而
も
能
く
心
を
定

ん
で
信
楽
し
、
疑
悔
を
生
ぜ
ず
。
若
し
魔
、
仏
と
作
り
来
た
り
て
、
其
の
意
を
詭
説
せ
ん
と
す
る
も
、
意
に
増
減
無
き
な
り
。
是
の

如
き
菩
薩
は
、
諸
仏
の
讃
ず
る
所
な
り
。�

（
大
正
二
五
巻
、
二
八
三
ｂ
）

　

菩
薩
は
、
た
と
え
無
量
無
辺
の
仏
説
を
聞
き
、
智
慧
が
十
分
で
は
な
く
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
心
を
定
め
て
信
じ
れ
ば
疑
い
を
生
じ
な

（41） 
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い
。
こ
の
た
め
に
、
魔
が
仏
身
に
化
作
し
て
菩
薩
に
対
し
て
詭
弁
を
弄
し
て
も
心
は
変
化
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
菩
薩
を
仏
は
褒
め
称
え
る
。

無
量
無
辺
の
仏
の
教
え
を
真
実
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
魔
を
退
け
る
の
で
あ
る
。
仏
の
姿
形
で
は
な
く
、
仏
の
教
え

で
あ
る
法
に
対
す
る
信
仰
を
も
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
仏
と
魔
が
異
な
る
存
在
で
は
な
い
と
す
る
不
二
の
思
想
を
も
っ
て
、
魔
の
仏
身
化
作
を
看
破
す
る
箇
所
が
あ
る
。

上
来
に
、
種
種
に
阿
鞞
跋
致
相
貎
を
説
け
り
。
今
、
其
の
行
事
を
説
か
ん
。
所
謂
、
衆
生
を
教
化
し
仏
世
界
を
浄
む
。
諸
仏
の
所
従

り
新
た
に
善
根
を
種
え
、
一
仏
に
従
り
て
、
諸
仏
の
諸
深
法
要
及
び
種
種
度
衆
生
門
を
諮
問
す
。
十
方
種
種
の
魔
事
起
き
る
も
而
も

隨
逐
せ
ず
。
方
便
力
を
以
て
、
是
の
魔
事
を
観
ず
る
に
仏
法
の
如
く
、
諸
の
魔
身
を
観
ず
る
に
仏
の
如
く
に
し
て
、
異
な
る
こ
と
無

し
。
所
以
は
何
ん
。
一
切
法
及
び
実
際
、
一
相
を
同
じ
く
す
。
所
謂
無
相
な
る
が
故
な
り
。
是
の
人
、
身
を
転
ず
る
も
亦
た
声
聞
辟

支
仏
地
に
向
わ
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
菩
薩
、
初
め
阿
鞞
跋
致
地
を
得
る
時
、
一
切
法
の
実
相
、
空
な
る
こ
と
を
知
り
、
身

心
を
転
ず
る
も
亦
た
二
地
に
向
わ
ず
。
心
も
て
自
ら
疑
わ
ず
。
若
し
は
無
上
道
を
得
、
若
し
は
得
ざ
る
も
、
是
の
菩
薩
、
世
世
に
人

の
能
く
降
伏
し
破
壊
す
る
者
無
し
。�

（
大
正
二
五
巻
、
五
七
九
ａ
）

　

不
退
転
の
菩
薩
の
具
体
的
な
実
践
と
は
、
衆
生
教
化
と
仏
世
界
を
浄
め
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
様
々
な
魔
事
が
起
き
た
と
し
て
も

随
わ
ず
、
方
便
力
を
用
い
て
、
仏
の
教
え
と
し
て
魔
事
を
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魔
と
仏
も
差
異
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
切
法

は
無
相
で
あ
る
と
い
う
諸
法
実
相
の
知
見
に
よ
っ
て
、
仏
と
魔
と
い
う
分
別
は
無
く
な
る
の
で
あ
る
。
不
退
転
の
菩
薩
は
仏
身
化
作
し
た

魔
が
説
く
教
え
を
仏
法
で
は
な
い
と
知
る
が
、
逆
説
的
に
魔
の
説
く
仏
法
に
似
て
い
る
法
を
も
っ
て
真
の
仏
法
を
知
る
こ
と
か
ら
、
魔
も
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ま
た
菩
薩
に
と
っ
て
有
益
な
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
諸
法
実
相
を
知
見
し
た
不
退
転
の
菩
薩
は
、
魔
に
よ
る
仏
身
化
作
を
問
題
と
す
る

こ
と
な
く
魔
を
覚
知
す
る
。

　

さ
ら
に
、『
智
度
論
』
で
は
釈
尊
に
対
し
て
魔
が
干
渉
す
る
事
例
を
出
し
、
魔
と
は
衆
生
教
化
の
為
の
方
便
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

問
う
て
曰
く
、
云
何
が
末
後
身
の
菩
薩
、
悪
業
報
を
受
け
、
魔
来
り
て
壊
さ
ん
と
為
す
や
。
答
え
て
曰
く
、
菩
薩
、
種
種
の
門
を
以

て
仏
道
に
入
る
。
…
…
諸
長
寿
天
龍
鬼
神
、
方
便
を
知
ら
ざ
る
者
、
悪
行
の
因
縁
を
作
し
て
報
を
受
け
ざ
る
を
見
、
断
滅
の
見
を
生

ず
。
是
の
故
に
仏
は
報
を
受
く
る
こ
と
を
現
ず
。
是
の
故
に
、
罪
の
因
縁
無
し
と
雖
も
、
実
の
魔
来
た
り
。
方
便
力
を
以
て
の
故
に

魔
有
る
を
現
ず
る
な
り
。
是
の
如
き
等
、
一
切
声
聞
辟
支
仏
、
諸
菩
薩
を
し
て
、
種
種
の
方
便
門
も
て
、
衆
生
を
し
て
道
に
入
ら
し

む
。�

（
大
正
二
五
巻
、
三
五
〇
ａ
─
ｂ
）

　

な
ぜ
末
後
身
の
菩
薩
に
対
し
て
、
魔
が
干
渉
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
菩
薩
は
様
々
な
門
か
ら
仏
道
に
入
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ

る
。
方
便
を
知
ら
な
い
衆
生
は
、
業
報
の
因
縁
が
仏
に
起
き
な
け
れ
ば
誤
っ
た
見
解
に
陥
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
仏
は
衆
生
教
化
の
手
立

て
と
し
て
、
実
際
に
は
悪
業
の
因
縁
が
無
く
と
も
魔
に
よ
る
干
渉
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
智
度
論
』
で
は
、
魔
が
仏
に
干

渉
す
る
と
い
う
事
例
を
、
仏
に
よ
る
衆
生
教
化
の
方
便
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
魔
を
用
い
て
、
教
え
を
説
き
、
衆
生
を
仏
道
に
導
く
の
で

あ
る
。

（42） 
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結
　
論

　

本
論
で
は
、『
智
度
論
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
端
と
し
て
、
不
退
転
と
魔
の
関
係

に
言
及
し
た
。『
智
度
論
』
に
お
け
る
魔
は
、
諸
法
実
相
以
外
を
魔
と
見
做
す
こ
と
を
基
底
に
、
四
種
に
分
類
さ
れ
る
。
中
で
も
煩
悩
魔

と
天
子
魔
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
特
に
天
子
魔
は
、
欲
界
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
生
死
の
世
間
で
あ
る
三
界
全
て
に
影
響

を
与
え
る
世
俗
的
な
神
で
あ
る
。
不
退
転
と
関
連
し
て
、
こ
の
生
死
の
世
界
を
司
る
魔
に
対
し
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
志
し
修
行

す
る
菩
薩
は
、
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
魔
は
、
行
者
に
対
し
て
、
恐
怖
や
世
間
的
な
欲
楽
へ
の
誘
引
と
い
う
手
段
を
用
い
て
、
行

者
を
異
な
る
方
向
へ
欺
き
、
さ
ら
に
、
声
聞
辟
支
仏
の
求
道
と
大
乗
菩
薩
の
求
道
に
お
け
る
差
異
を
強
調
す
る
。『
智
度
論
』
で
は
、
一

切
衆
生
を
救
済
す
る
願
を
掲
げ
る
大
乗
菩
薩
に
と
っ
て
、
自
度
の
み
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
魔
の
影
響
下
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
示
さ
れ

る
。
魔
の
誘
引
は
、
聖
者
と
し
て
の
世
俗
の
楽
に
対
す
る
不
退
転
と
、
菩
薩
の
修
道
課
程
を
声
聞
と
区
分
す
る
段
階
に
お
け
る
不
退
転
と

い
う
二
種
類
と
内
容
を
同
じ
く
し
、
主
張
を
明
確
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
魔
は
仏
身
化
作
と
い
う
方
法
を
用
い
て
大
乗
菩
薩
に
干
渉
す

る
。
不
退
転
に
至
っ
て
い
な
い
菩
薩
に
対
し
て
、
諸
仏
か
ら
離
れ
な
い
重
要
性
を
説
き
、
さ
ら
に
不
退
転
と
般
舟
三
昧
が
密
接
に
関
連
す

る
『
智
度
論
』
に
お
い
て
こ
れ
は
重
要
な
問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
魔
に
対
し
て
、
諸
法
実
相
の
知
見
と
一
切
衆
生
を
捨
て
な
い
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
、
そ
の
二
つ
の
法
を
得
る
背
景
に
は
、
諸
仏
に
よ
る
菩
薩
に
対
す
る
念
、
擁
護
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
仏
身
化
作

を
す
る
魔
に
対
し
て
菩
薩
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
諸
仏
の
念
に
応
え
る
無
量
の
仏
法
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
対

峙
す
る
仏
の
姿
形
を
し
た
存
在
を
魔
で
あ
る
か
否
か
と
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
魔
と
仏
は
異
な
る
表
象
で
は
な
い
と
す
る
不
二
の
思
想
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に
よ
っ
て
、
魔
の
仏
身
化
作
に
よ
る
干
渉
を
超
越
す
る
。
こ
の
よ
う
に
『
智
度
論
』
に
お
け
る
魔
は
、
大
乗
菩
薩
の
抱
え
る
課
題
で
あ
る

不
退
転
の
具
体
的
な
内
実
を
明
確
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
凡
　
例
】

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
…
大
正

【
参
考
文
献
】

印
順
述
意
、
昭
慧
整
理
、
岩
城
英
規
訳
［
一
九
九
三
］『『
大
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度
論
』
の
作
者
と
そ
の
翻
訳
』（
正
観
出
版
社
）

小
川
一
乗�

［
一
九
九
五
］「『
十
住
毘
婆
沙
論
』
考
」（『
大
谷
学
報
』
七
四
巻
、
三
号
、
一
─
十
二
頁
）

　
　
　
　

 �［
一
九
九
六
］「
龍
樹
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山
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［
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九
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度
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年
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大
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櫻
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應
先
生
頌
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
佼
成
出
版
社
、
五
六
七
─
五
七
四
頁
）

平
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仏
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鳩
摩
羅
什
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
二
七
巻
は
、
西
晋
・
竺
法
護
訳
の
『
光
讃
経
』
一
〇
巻
、
西
晋
・
無
羅
叉
訳
『
放
光

（1）
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般
若
経
』
と
共
に
大
品
系
般
若
経
に
分
類
さ
れ
る
。

		


「
大
智
論
記
」
に
弘
始
四
（
四
〇
二
）
年
か
ら
弘
始
七
（
四
〇
五
）
年
に
か
け
て
訳
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
出
三
蔵
記
集
』（
大
正

五
五
巻
、
七
五
ｂ
）

		


訳
出
に
お
い
て
、
大
幅
な
省
略
が
あ
っ
た
こ
と
が
、「
大
智
論
記
」
及
び
、
慧
遠
に
よ
る
『
大
智
度
論
抄
序
』
に
伝
わ
り
、『
智
度
論
』
全
文
に
関

し
て
、
様
々
な
先
行
研
究
が
存
在
す
る
（
印
順
［
一
九
九
三
］
等
参
考
）。
ま
た
、『
大
智
度
論
抄
』
は
、『
大
智
度
論
』
の
内
容
を
二
十
巻
に
ま
と

め
た
も
の
だ
が
、
完
全
な
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
。（『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
四
六
巻
）

		


阿
惟
越
致
品
第
十
五
を
通
し
て
説
か
れ
て
い
る
。（『
道
行
般
若
経
』
大
正
八
巻
、
四
五
四
ｂ
─
四
五
六
ａ
）

		


勝
崎
［
二
〇
〇
七
］
二
頁
。

		


Ling

［1997

］
六
〇
頁
。

		


初
発
心
従
り
、
第
九
無
礙
に
至
り
て
、
金
剛
三
昧
中
に
入
る
、
是
の
中
間
を
名
づ
け
て
菩
提
薩
埵
と
為
す
。
是
の
菩
提
薩
埵
、
両
種
あ
り
。
鞞
跋

致
有
り
、
阿
鞞
跋
致
有
り
。
退
法
、
不
退
法
の
阿
羅
漢
の
如
し
。
阿
鞞
跋
致
菩
提
薩
埵
、
是
れ
実
の
菩
薩
な
り
。
是
の
実
の
菩
薩
を
以
て
の
故
に
、

諸
余
の
退
転
の
菩
薩
、
皆
な
菩
薩
と
名
づ
く
。（
大
正
二
五
巻
、
八
六
ｂ
）

		


復
次
に
、
菩
薩
、
初
発
心
乃
至
、
未
だ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
ざ
る
も
、
授
記
有
り
、
法
位
に
入
り
、
無
生
法
忍
を
得
れ
ば
、
阿
鞞
跋
致
と

名
づ
く
。
阿
鞞
跋
致
の
相
は
後
に
当
に
広
く
説
く
べ
し
。
是
の
如
き
の
大
衆
、
当
に
上
首
と
作
す
べ
き
が
故
に
、
摩
訶
薩
と
名
づ
く
。（
大
正
二
五

巻
、
三
八
三
ｂ
）
ま
た
、
こ
の
無
生
法
忍
の
知
見
と
不
退
転
の
関
係
は
、
既
に
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
川
［
一
九
六
八
］
四
二
四
─

四
二
五
頁
、
小
川
［
一
九
九
六
］、
武
田
［
二
〇
〇
五
］
等
。

		 




櫻
部
［
一
九
九
七
］
六
三
─
六
五
頁
。

		


小
川
［
一
九
九
六
］

		


小
川
［
一
九
九
六
］

		


問
う
て
曰
く
、
若
し
阿
鞞
跋
致
の
相
、
無
生
法
忍
を
得
る
な
ら
ば
、
云
何
が
浅
心
を
以
て
諸
不
善
を
作
す
や
。
答
え
て
曰
く
、
二
種
の
阿
鞞
跋
致

有
り
。
一
は
得
無
生
忍
法
な
り
。
二
は
未
だ
無
生
忍
法
を
得
ざ
る
と
雖
も
、
仏
、
其
の
過
去
未
来
に
お
け
る
所
作
の
因
縁
か
ら
必
ず
仏
と
作
る
こ
と

を
得
ん
こ
と
を
知
る
。
傍
人
を
利
益
す
る
が
為
の
故
に
其
に
授
記
を
為
す
。
是
の
菩
薩
、
生
死
肉
身
結
使
未
だ
断
ぜ
ざ
る
も
、
諸
凡
夫
中
に
於
い
て

（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）（11）（12）
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最
第
一
と
為
す
。
是
れ
亦
た
阿
鞞
跋
致
の
相
と
名
づ
く
。（
大
正
二
五
巻
、
二
六
三
ａ
）

		


Lam
otte

［1976

］
一
七
八
七
─
一
八
〇
七
頁
。

		


舟
橋
［
一
九
七
三
］
九
六
─
一
一
八
頁
。

		


阿
鞞
跋
致
、
是
れ
決
定
安
隱
の
地
な
り
。
凡
夫
を
過
ぎ
て
二
乗
の
地
に
入
ら
ず
。
未
だ
仏
道
を
成
ぜ
ず
と
雖
も
、
能
く
世
間
の
為
に
福
田
を
作
す
。

（
大
正
二
五
巻
、
五
七
一
ｂ
）

		


「
魔
に
四
種
有
り
。
一
は
煩
悩
魔
、
二
は
陰
魔
、
三
は
死
魔
、
四
は
他
化
自
在
天
子
魔
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
九
九
ｂ
）」「
魔
に
四
種
有
り
。
一

は
煩
悩
魔
、
二
は
五
衆
魔
、
三
は
死
魔
、
四
は
自
在
天
子
魔
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
四
五
八
ｃ
）」「
魔
に
四
種
有
り
。
五
衆
魔
、
煩
悩
魔
、
死
魔
、

自
在
天
子
魔
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
五
〇
三
ｃ
）」「
魔
に
四
種
有
り
。
煩
悩
魔
、
五
衆
魔
、
死
魔
、
天
子
魔
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
五
三
三
ｃ
）」

		


仏
、
世
尊
と
為
す
。
菩
提
樹
下
に
至
り
二
種
の
魔
を
破
さ
ん
と
欲
す
。
一
は
結
使
魔
、
二
は
自
在
天
子
魔
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
三
一
〇
ｂ
）

		


諸
法
実
相
、
煩
悩
断
を
得
。
則
ち
煩
悩
魔
を
壊
し
、
天
魔
も
亦
其
の
便
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
無
余
涅
槃
に
入
る
が
故
に
、
則
ち
五
衆
魔
及
び
死

魔
を
壊
す
。（
大
正
二
五
巻
、
四
五
八
ｃ
）

		


四
魔
中
の
多
く
は
、
煩
悩
魔
、
自
在
天
子
魔
な
る
が
故
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
五
〇
三
ｃ
）

		


煩
悩
魔
と
は
、
所
謂
百
八
煩
悩
等
な
り
。
分
別
す
れ
ば
八
万
四
千
諸
煩
悩
な
り
。
…
。
天
子
魔
と
は
、
欲
界
の
主
に
し
て
、
深
く
世
間
の
楽

に
著
し
、
所
得
有
る
こ
と
を
用
い
る
が
故
に
邪
見
を
生
じ
、
一
切
の
賢
聖
、
涅
槃
の
道
法
を
憎
嫉
す
。
是
を
天
子
魔
と
名
づ
く
。（
大
正
二
五
巻
、

五
三
三
ｃ
─
五
三
四
ａ
）

		


「
復
次
に
、
内
に
煩
悩
魔
有
り
、
外
に
天
子
魔
有
り
。
是
の
二
事
の
因
縁
の
故
に
般
若
波
羅
蜜
を
書
し
、
乃
至
修
行
の
時
、
般
若
波
羅
蜜
を
壊
す
。

（
大
正
二
五
巻
、
五
三
六
ｃ
）」「
内
に
煩
悩
発
し
、
外
に
天
子
魔
、
因
縁
を
作
す
。（
大
正
二
五
巻
、
五
三
七
ｂ
）」

		


「
相
応
部
経
典
」
第
一
（
南
伝
大
蔵
経
一
二
巻
、
一
七
六
─
二
一
八
）
参
照
。

		


増
谷
［
一
九
六
二
］
二
一
七
頁
。

		


Giddings

［2014

］
二
頁
。

		


Giddings

［2014

］
一
〇
八
頁
。

		


Giddings

［2014

］
一
三
九
─
一
四
〇
頁
。
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参
照
：
復
次
に
、
須
菩
提
よ
、
復
た
魔
事
有
り
。
菩
薩
、
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
、
即
ち
実
際
を
証
さ
ん
と
声
聞
果
を
取
る
が
若
し
。（『
小
品
』
大

正
八
巻
、
五
五
七
ｂ
）

		


Giddings

［2014

］
一
四
一
頁
。

		


「
七
住
の
菩
薩
の
如
き
は
、
諸
法
空
、
無
所
有
、
不
生
不
滅
を
観
ず
。
是
の
如
く
観
じ
已
り
て
一
切
世
界
中
に
於
い
て
心
著
せ
ず
。
六
波
羅
蜜
を

放
捨
し
涅
槃
に
入
ら
ん
と
欲
す
。（
大
正
二
五
巻
、
一
三
二
ａ
）」「
問
う
て
曰
く
、
若
し
菩
薩
、
此
の
三
十
七
品
を
修
す
れ
ば
云
何
が
涅
槃
を
取
ら

ざ
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
本
願
牢
き
が
故
に
。
大
悲
心
深
く
入
る
が
故
に
。
了
了
に
諸
法
実
相
を
知
る
が
故
に
。
十
方
諸
仏
護
念
の
故
に
。
経
に
説

く
が
如
し
。
菩
薩
七
住
地
に
到
れ
ば
、
外
に
諸
法
空
を
観
じ
、
内
に
無
我
を
観
ず
。（
大
正
二
五
巻
、
四
〇
五
ｃ
）」「
菩
薩
、
七
地
中
に
住
す
る
時
、

涅
槃
を
取
ら
ん
と
欲
す
。
爾
時
、
種
種
の
因
縁
、
及
び
十
方
諸
仏
の
擁
護
有
り
て
、
生
に
還
り
、
心
を
し
て
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
す
。（
大
正
二
五

巻
、
四
一
八
ａ
）」

		


爾
時
、
十
方
諸
仏
、
皆
な
光
明
を
放
ち
て
菩
薩
の
身
を
照
ら
し
、
右
手
を
以
て
其
の
頭
を
摩
り
語
り
て
言
わ
く
、
善
男
子
よ
、
此
の
心
を
生
じ
る

こ
と
勿
れ
。
汝
、
当
に
汝
の
本
願
を
念
じ
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
す
べ
し
。
汝
、
空
を
知
る
と
雖
も
、
衆
生
解
せ
ず
。
汝
、
当
に
諸
功
徳
を
集
め
衆
生

を
教
化
し
共
に
涅
槃
に
入
る
べ
し
。（
大
正
二
五
巻
、
一
三
二
ａ
─
ｂ
）

		


阿
羅
漢
の
如
き
は
、
一
切
の
総
相
と
別
相
を
知
る
こ
と
能
は
ず
。
亦
た
魔
王
を
破
す
る
こ
と
能
は
ず
。
又
た
外
道
を
降
伏
す
る
こ
と
能
は
ず
。
老

病
死
を
厭
い
、
直
ち
に
涅
槃
に
趣
く
。
辟
支
仏
の
如
き
は
、
諸
法
実
相
に
入
る
こ
と
、
声
聞
よ
り
深
く
、
少
し
く
悲
心
有
り
て
神
通
力
を
以
て
衆
生

を
化
度
す
。
能
く
煩
悩
を
破
す
る
も
、
魔
人
及
び
外
道
を
破
す
る
こ
と
能
は
ず
。
菩
薩
の
如
き
は
、
初
発
心
従
り
、
一
切
衆
生
に
於
い
て
大
慈
悲
を

起
こ
す
。
未
だ
仏
を
得
ず
と
雖
も
、
其
の
中
間
に
於
い
て
、
無
量
の
衆
生
を
利
益
す
。
決
定
し
て
諸
法
実
相
を
知
り
、
六
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
が
故

に
、
諸
の
魔
王
を
破
し
及
び
外
道
を
壊
す
。
煩
悩
の
習
を
断
じ
、
一
切
種
智
を
具
足
し
て
、
総
相
別
相
、
悉
く
知
り
悉
く
了
じ
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
を
成
ず
。（
大
正
二
五
巻
、
四
二
三
ｃ
）

		


『
智
度
論
』
に
般
舟
三
昧
に
関
す
る
言
及
が
多
く
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
梶
山
［
一
九
九
〇
］
や
、『
智
度
論
』
の
特
徴
と
し
て
、
不
退
転
に
関
連

し
て
般
舟
三
昧
を
強
調
す
る
点
が
あ
る
と
主
張
す
る
武
田
［
二
〇
〇
五
］
が
挙
げ
ら
れ
る
。
梶
山
［
一
九
九
〇
］
一
─
一
六
頁　

武
田
［
二
〇
〇
五
］

一
八
七
─
一
九
一
頁
。

		


「
問
う
て
曰
く
、
何
者
か
是
れ
念
仏
三
昧
に
し
て
、
彼
の
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
念
仏
と
は
、
仏
の
三
十
二
相
八
十
随
形
、

（27）（28）（29）（30）（31）（32）（33）
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好
金
色
身
を
し
て
、
身
か
ら
光
明
を
出
だ
し
、
十
方
を
遍
満
す
る
こ
と
を
念
ず
。（
大
正
二
五
巻
、
二
七
六
ａ
）」「
復
次
に
、
菩
薩
、
常
に
念
仏
三

昧
を
善
修
す
る
因
縁
の
故
に
、
生
ず
る
所
、
常
に
諸
仏
に
値
う
。
般
舟
三
昧
中
の
説
の
如
し
。（
大
正
二
五
巻
、
二
七
六
ａ
）」
等
の
語
句
か
ら
、
櫻

部
も
『
智
度
論
』
に
お
け
る
念
仏
三
昧
と
般
舟
三
昧
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
、
般
舟
三
昧
と
同
義
の
三
昧
と
解

釈
す
る
。
櫻
部
［
一
九
七
六
］
八
九
二
頁
。

		


復
次
に
、
般
舟
般
三
昧
、
是
れ
菩
薩
位
な
り
。
是
の
般
舟
般
三
昧
を
得
れ
ば
、
悉
く
現
在
十
方
諸
仏
に
見
え
、
諸
仏
従
り
、
聞
法
し
諸
の
疑
網
を

断
ず
。
是
の
時
菩
薩
、
心
不
動
搖
な
れ
ば
、
是
を
菩
薩
位
と
名
づ
く
。
…
。
復
次
に
、
菩
薩
の
法
位
に
入
る
力
の
故
に
、
阿
鞞
跋
致
菩
薩
と
名
づ
く

る
を
得
る
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
二
六
二
ａ
）

		


六
頁
参
照
。

		


「
是
の
故
に
、
魔
の
仏
形
と
作
り
来
た
り
て
言
を
得
る
こ
と
を
覚
知
す
。
是
れ
仏
に
非
ざ
る
な
り
、
魔
な
る
の
み
。（『
道
行
般
若
経
』
大
正
八
巻
、

四
五
六
ａ
）」「
悪
魔
、
仏
の
形
像
と
作
り
来
。」「（『
大
品
』
大
正
八
巻
、
二
四
一
ａ
）」

		


問
う
て
曰
く
、
菩
薩
、
当
に
衆
生
を
化
す
べ
し
。
何
故
に
常
に
仏
と
値
う
こ
と
を
欲
す
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
菩
薩
有
り
、
未
だ
菩
薩
位
に
入

ら
ず
。
未
だ
阿
鞞
跋
致
を
得
ず
。
受
記
別
す
る
が
故
な
り
。
若
し
諸
仏
を
遠
離
せ
ば
、
便
ち
諸
の
善
根
を
壊
し
、
煩
悩
に
沒
在
す
る
な
り
。（
大
正

二
五
巻
、
二
七
五
ｃ
）

		


注　

、 　

参
照
。

		


亦
た
、
諸
仏
に
念
ぜ
ら
る
る
為
な
り
。
此
の
二
法
を
得
る
が
故
に
破
壊
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
菩
薩
、
能
く
是
の
如
く
、
真
に
般
若
波
羅
蜜
を
行
ぜ

ば
、
魔
、
壊
す
こ
と
能
は
ず
。（
大
正
二
五
巻
、
六
一
四
ｃ
）

		


問
う
て
曰
く
、
魔
、
是
れ
欲
界
の
主
な
り
。
菩
薩
、
是
れ
人
に
し
て
、
肉
眼
に
し
て
自
在
を
得
ず
。
云
何
が
其
の
便
を
得
る
こ
と
能
わ
ざ
る
や
。

答
え
て
曰
く
、
此
の
中
に
仏
、
自
ら
説
く
が
如
し
。
諸
仏
、
諸
大
天
が
擁
護
す
る
が
故
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
三
三
二
ｃ
）

		


諸
大
天
の
擁
護
と
は
、
其
の
所
行
を
失
せ
し
む
る
こ
と
を
欲
せ
ず
。
諸
天
、
仏
念
に
効
う
が
故
な
り
。
又
諸
天
、
菩
薩
の
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
、

都
て
著
す
る
所
無
く
、
世
楽
を
楽
は
ず
し
て
、
但
だ
衆
生
を
教
化
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
世
間
に
住
す
る
を
以
て
、
其
の
尊
貴
を
知
る
が
故
に
念
ず

る
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
三
三
二
ｃ
）

		


阿
鞞
跋
致
菩
薩
、
是
の
事
を
聞
き
て
、
心
に
喜
ん
で
是
の
念
を
作
さ
く
、
是
の
比
丘
、
大
い
に
我
を
益
す
。
我
が
為
に
道
に
似
た
る
法
を
説
く
。

（34）（35）（36）（37）（38）
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我
れ
是
の
道
に
似
た
る
法
を
得
て
、
即
ち
真
の
道
を
知
る
な
り
。（
大
正
二
五
巻
、
五
七
四
ｂ
）
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